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豊かなイメージをつくる発問についての考察

一田島弘子教諭の実践「一つの花」から探る－

深川明子

AStudyonlmage-creatingQuestion

-BasedonHirokoTajima，sTeachingof“HitotsunoHana''一

ＨａｒｕｋｏＦＵＫＡＧＡＷＡ

長線上に位置するものである。

今回は，文学教材の読口象が，教材＝テクスト

と，学習者＝読者との相互作用であるとの観点

をふまえた上で，その読糸を豊かなものにする

ために，発問がどのように機能しているか，授

業記録の考察に主眼を置いた。

なお，考察の対象としたのは，田島弘子氏授

業の「一つの花」であるが，この授業記録は田

島氏自身の手によるものである。この授業記録

は，それだけで独自の価値がある。したがっ

て，その記録をそのまま収録することを本稿の

一つの目的とした。具体的には，授業記録だけ

を読むことも可能なように配慮した。筆者が，

今回の考察で触れなかったことについて，それ

ぞれの観点から独自に考察が出来るようにと考

えてのことである。

はじめに

文学教材を読むということは，どういうこと

なのか。読めたというのは，どのような状態を

言うのか。そのために授業はどうあるべきか。

そんなことをここ二～三年考えてきた。それに

ついては，次のようなものがある。

文学教材，つまりテクストの構造・機能につ

いて，「－つの花」「こんぎつね」を例に考察し

たのが，「読者論からみた文学教材の構造と機

能」（『日本文字』1986年７月）である。

また，文学教材の読みの基本はイメージ形成

にあるとの観点に立ち，子どもたちがどのよう

にイメージを創っていくか，実践を通して具体

的に実証したのが，「子どもが創る読承－"注

文の多い料理店"の場合一」（『金沢大学教育学

部紀要，教育科学編』第34号1985年２月）であり，

「読dZKの授業におけるイメージ形成についての

考察一“かさこじぞう，，を例に－」（『金沢

大学教育学部教科教育研究』第21号1985年７月）で

あった。

更に，イメージとは何か，イメージを創るた

めに，発問はどうあるべきかについて考察した

のが，「イメージを育てる基本発問についての

考察一“あとかくしの雪，，の実践から探る

－」（『金沢大学教育学部紀要，教育科学編』第３６

号1987年２月）であり，「イメージを育てる読み

－発問考察の基本的観点一」（『金沢大学語

学・文学研究』第16号1987年１月）である。

本稿は，これら一連の論稿をふまえたその廷

Ｉ授業展開の概略

1時範読。－文読み。

2時指名読。

防空頭巾（写真)，配給（米・衣料品の

実物切符)，徴兵制についての説明。

3～５時一人学習（各場面ごとの書き込み。

疑問・感想・読糸深めたいこと）

読み深めたいこととして出た意見

。深いため息をつくお母さん。めちや

くちやに高い高いをするお父さん。そ

れぞれの気持ちを考えたい。

・だまって汽車に乗って行ってしまっ

たお父さん。何か話があったはずなの
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に〈，どうしてだまっていってしまった

のだろう。残されたゆみ子とお母さん

はどんな気持ちだっただろう。

６．７時一の場面の読み。

８．９時この場面の読み。

１０～12時三の場面の読承。

13時四の場面の読み。

１４時感想文を書く。

この授業を終えたあと，子どもたちの雰囲気

が生きることに意欲的になったと，田島弘子氏

は語っておられた。

うでずね。

c1．うん，違う。

Ｔ５それじゃ，ゆゑ子がこの「￣つだけちょう

だい｡」を覚えた頃の世の中の様子はどんな

だったですか？

Ｃｕまだ戦争のはげしい頃で'､敵の飛行機が爆

弾をおとして，町は灰になっていった。

c,２戦争の終り頃で，食べ物も手に入らなく

なっていた頃。

cl3「おまんじゅう……」も￣つも手に入らな

かった頃。

ＣＭお米なんかも，ほとんど食べられなかった

のだと思います。わけは,こんなゆみ子のよ

うな小さい子が，いくらでも欲しがっている

からです。

cl5お父さんたち男の人が，兵隊にとられて

いったと思う｡

c,‘爆弾で町は焼かれるし,田や畑もめちゃく

ちゃになっているし，男の人は兵隊に行って

力仕事をする人がいないから’なお米や野菜

もとれない。

cl7日本はほとんど全滅に近く，だれも食べ物

がなくておなかをすかしていたと思う。

c,sぼくはすごくつらい生活だったと思う。

c１９だから，ゆみ子はおなかをすかしていて，

「－つだけちょうだい｡」ばっかり言ってい

たと思う。

Ｔ６「まだ戦争が」だから，戦争は今，始まっ

たばかりじゃないね○

c20うん，前から続いている。

Ｔ７そう，何年も続いていて，そして「まだ」

はげしい。そして，「町は灰」というと，何が

なくなるの？

c２，家，建物，橋，動物，木，田，畑……

（口々に）

C２２人間も死ぬよ。

c２３そうや。

Ｔ８そう。いつ，自分の命がなくなるかもしれ

ない世の中。食べ物が極度に少なくなってい

る時代。そんな時に，ゆゑ子は「－つだけ

ちょうだい｡」を最初に覚えたのだね。

C24ああ，ぼくもばらへってきた。

Ⅱ－の場面の授業記録と考察

１授業記録とまとめの作文

（授業記録）

ＴＩ「－つだけちょうだい｡」

これがゆゑ子のはっきりおぼえた最初の言

葉でした。－板書

この文でわかることは？

c，「おじぎりちょうだい｡」のように’てんて

んをつけて言うのでなく，はっきりとまちが

えずに言えた最初の言葉だと思います。

Ｑぼくは，しっかり覚えた言葉だと思う｡

ｃ３きちんと使わなくてはならないときに，忘

れずに使う言葉だと思う。

c４完ぺきに覚えた言葉だ。それも初めてはっ

きり覚えた。

cｓほかにも言える言葉はあるんだけれど，

はっきりとまちがえずにしっかり使える言葉

が「－つだけちょうだい｡」だったと思いま

す。

Ｔ２どこの赤ちゃんも，こんな言葉を初めに覚

えるのかね？

ｃ‘違う。ぼくの家の赤ちゃんは「まんま」と

言った。

Ｃ７そうや。「まんま」「ワンワン」「ブーブー」

とか言うよ。（口々に）

Ｔ３文としてはどう？

Ｃ８「まんま，ほちい」

ｃ，「おんも行く」

Ｔ４普通の赤ちゃんの覚える言葉と少し違うよ
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T，今の，太田君糸たし、に，ゆふ子もばらが

へっていたのかわ？

c2s違うよ。もっともっとへっている．

c２６私達は，朝もちゃんと食べてきたし，昨日

の夕食も食べた。ゆゑ子ちゃんは－日に何回

食べても，お腹いっぱい食べたことがなく

て，いつも腹がへっていた。

c罰ぼ<は，ゆめの中でも食べ物をふるほどい

つも腹がへっていたと思う．

c配お腹いっぱい，生まれてから－度も食べた

ことがないから，大変すいていた。いつも，

食べたい食べたいと思っていたと思う。

TI。「－つだけちょうだい」は，どうして覚え

たのですか？

C”お母さんのロぐせを覚えた。

C釦お母さんの口ぐせをまねして覚えた。

C３，お母さんが言っているので,知らず知らず

のうちに覚えた。

TlIほんとうに「－つだけ」で良かったの？

c魂本当はいっぱい欲しい．でも「￣つだけ」

と言えば，お母さんに「－つだけよ．」と言っ

てもらえるので，何回も言ったのだと思う。

C３３配給といっても少ししかもらえない。だか

ら，お母さんから沢山もらうと,お母さんの

分がなくなってしまうので「－つだけ」も

らったと思う。

c鋼質問，たった－歳か二歳の小さい子がそん

なことわかるのですか？

c35ぼくむそう思う。どうしてゆゑ子が食べ物

が沢山あるか少ないかわかるのですか？そ

んな，子どもが，お母さんのことなど考えら

れないと思う。

c3sそうや。そこまで考えられないと思う。

C37ぼ<も，ゆゑ子はお腹いっぱい食べたい気

持ちが強い。お母さんのことなど考えていな

い。

Ｇ８お母さんはがまんして，ゆゑ子を守ってい

るんだと思う。

c３，配給が少ないのは本当だけれど’太田君の

ようには，まだ小さくて考えられないと思う。

Ｔｌ２ゆみ子の家の食事の様子を思いうかべてふ

よう。

三人で飯台を囲んでいるね。お皿には？

c4．かぼちゃの煮つけ。

c4lいもの入ったごはん･

Ｑ２おつゆ○

Tl3どんな様子で？

c細お母さんは,自分の食べるものも少ないの

だけれど，ゆゑ子のために残すようにして食

べている。

c“子どもが大事なので，自分はがまんしてゆ

ゑ子に食べさせている。

c45又，「－つだけ……」と言うのがわかって

いるので，わざわざ残しながら食べている。

c46わざわざゆっくり食べるというわけじゃな

いけれど，－つでも自分の分から分けてあげ

ているｏ

Ｃ４７お母さんは，ゆ糸子にやさしくやさしくし

ている。

T１４お母さんは，どんな気持ちで，「じゃあね，

－つだけよ｡」と言っているの？

c網「本当はいっぱいあげたい○でも,￣つだ

けしかあげられないの．ごめんね.」と思っ

ている。

c４，本当はもっと食べさせたい。でも’－つだ

けよ。ごめんね．

c釦いっぱいあげられずごめんね。がまんして

ね。

c5Iいっぱいあげられず堪忍してね。でも，丈

夫に育ってね。

C５２－つしかあげられずごめん。かわいそうに

お腹すいているでしょうね．本当はいっぱい

あげたい゜でも，配給が少ないの．がまんし

てね。と思っているとぼくは思います○（同

様の趣旨でなお数名発言）

c5sぼくはちょっと違って，お母さんはすごく

くやしいと思っていると思います。

Ｃｓ‘ぼくも長山君と同じで，くやしいと思って

いると思います.お腹をすかしている娘に，

いっぱい食べさせてやりたいから。

C55ゆゑ子だけは不幸にしたくたいと思ってい

るので，やっぱりゆゑ子がお腹をすかしてい

るのにあげられないのでかなしいと思う。

C5s私は，戦争はいやだと思っていると思う○
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わけは，たった－歳か二歳の子に「-つだ

け」しかあげられないので｡

C５７ぼ<は,やさしい子に育てたいと思ってい

るのに，こんな「－つだけちょうだい」を言

わせているのはくやしいし，自分が－つしか

あげられないのはつらいと思うｄ

Ｔｌ５<やしいね。戦争がなければこんなことを

言わずにすんだのに。つらいわ。

対話と言ってもよいかと思う。とにかく，両者

間に何らかの働きかけがあって成立する｡

ところで，両者間の相互作用が効果的に成立

するためには，両者間の力が均衡を保っている

ことが望ましい。均衡がとれていないと相互作

用は有効に働かない。

教材「一つの花」は，第二次世界大戦の末期

の頃の物語である．学習者は,その時代背景に

ついての認識は皆無と言っていいだろう○これ

では，教材との相互作用は成立しない。そこ

で，読承に先立ちその時代についての認識を多

少とも深めておく必要がある。それが，第二時

の防空頭巾や配給，徴兵制についての説明であ

る。写真や実物を準備して，具体的に説明する

ことによって幾分かは物語の時代背景が理解で

きたと言えよう･

均衡をはかるためそのような準備をした上

で，読糸に入ると，最初に出てくる文が，「－つ

だけちょうだい｡」である｡幼い子が最初に話

すことばとしては極めて異常なことばを冒頭に

据えることによって学習者の注意を喚起してい

る。これは，教材から学習者に向けてのメッ

セージであり，相互作用を成立させるため1の働

きかけである｡これをいま誘いかけ構造と呼ん

でおくが，ともかく，学習者は，自分自身の体

験や今までに聞いたりして知っていることと比

較して，それが異常であると思う。そして，こ

ういう幼い子でさえも時代の影響を全面的に受

けていたことを知る。Ｔｌ，Ｔ２は，教材との均衡

をはかるため学習者に物語の時代を認識させる

ための発問である。

ところで，教材自身は，この物語の背景と

なっている時代に関しては，次のように語って

いる。

まだ戦争のはげしかったころのことです。

そのころは，おまんじゅうだの’キャラ

メルだの，チョコレートだの，そんな物は

どこへ行ってもありませんでした。おやつ

どころではありませんでした。食べる物と
●

いえば，お米の代わりに配給される，おし、

もやまめやかぽちやしかありませんでした。

毎日，てぎの飛行機が飛んできて，ばく

（まとめの作文）

○お母さんはゆみ子のために，自分はどんな

におなかをすかしたっていい。ゆ二人子だけは

たくさん食べさせたくてたまらないと思う。

まんぞ<に食べさせてや(れないお母さんはく

やしくて，つらくて，ゆみ子をかわいそうだ

と思っている．ゆゑ子にこんなつらいことを

させているのは，戦争だと思って，本当にゆ

ゑ子にやさしくしていると思います。

ゆみ子に「－つだけちょうだい｡」をやめ

て，「もっとたくさんちょうだい」と言って

ほしかったと思いました。

○……（前略）……

お母さんはいつも，「－つだけよ」と言っ

てあげているけど，ほんとうはいっぱい山ほ

どゆゑ子に食べさせてあげたいという気持ち

で心がいっぱいだったと思います。でも，配

給でもらうものも少ないから，そんなことを

思っていてもあげられなかったと思います。

だから，とても，そんな自分がくやしくて

くやしくてたまらなかったと思います。

そして，ゆみ子だけはりつばにそだてて，

いい子になってほしいと思ったから，よけい

そう思ったと思います。

２考察

学習者（読み手）と教材（テクスト）と

の均衡をはかるための読み

文学作品の読みは，読者とテクストの相互作

用によって成立する。文学教材の授業では，そ

れを学習者と教材の相互作用と言い換えてもよ

いかと思う。

相互作用は，協業と言っても良いし，また，
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れる゜イメージとは，抽象的に概念化される以

前の具体的状態を言うからである。

TI2は，物語の背景となる時代状況をふまえ

た上で，当時の食事の様子をイメージ化させて

いる。食事という具体的な情景をイメージ化さ

せることによって，学習者の脳裏には映像が創

られる。

読糸とは相互作用によって作品世界を創りあ

げていく作業であるというとぎ，この具体的な

映像創りは極めて重要である。ここで学習者

は，自ら物語の創造主となる。

実践をみると，子どもたちは，食事中の母親

の様子を具体的映像でイメージ化している。

だんを落としていきました。

町は，次々に焼かれて，はいになってい

きました。

ここに描かれている時代を知っている者な

ら，「まだ戦争のはげしかったころのことで

す｡」と，この最初の一文で以下に書かれてい

ることの全てを認識することができる。しか

しこの教材をいま学ぶ学習者にとっては，そ

れだけでは具体的イメージは何も湧いてこない。

そこで，学習者にその当時のことを説明してい

る。これも誘いかけ構造の一つである。学習者

は，その説明を読んだ上で，各自具体的にこの

状況をイメージ化する必要がある。教材との相

互作用によってこれから物語の作品世界を創り

あげていくことが基礎となるからである。Ｔ５

は，そのことをふまえた発問であると言えよう。

子どもたちは各自自分のイメージで掴みとった

当時の世の中について発言している。

Ｔ７は，Ｔ５の補助発問であるが，その最も重

要なこと，つまり，戦争という状況の下では，

命を奪われることもありうるということを明確

に認識させるための発問である。

以上，教材の誘いかけ構造と，その誘いかけ

構造を有効に機能させるための発問によって，

学習者は，物語の背景となっている時代が単に

食料が乏しいだけではなく，命の危険性にさら

されていたということ，そして，この極めて異

常な社会状況は，まだ何もわからぬ幼い子たち

にも深刻な影響を与えていることを認識する。

当時の実情を知る者にとっては，これで必ず

しも充分とは言えないかも知れないが，この物

語を読むに当っての準備は一応できたと言って

よいだろう。つまり，教材と学習者間に均衡状

態が出来上がり，両者間の読承の相互作用の成

立する条件が整ったのである。

（心情のイメージ化）

Tl4は，前の具体的映像によるイメージ化を

受けて，その心情をイメージ化させる発問であ

る。文学教材の読永では心情のイメージ化は極

めて重要である。必要と思うところでは充分時

間をかげてゆっくりと子どもたちの意見を引き

出したい。

子どもたちの発言（Ｇ８～C57）をみている

と，最初はゆぷ子に対する表面的な感情の発言

に終始していたが，そういう発言が続く中でや

がてＣ53のような発言が出てくる。母親の心の

奥にある感情をみごとに挾り出していると言え

よう。その後は同じように，「くやしい」「かな

しい」「つらい」と，戦時下の状況をふまえての

母親の心情がイメージ化されている。

ここで，母親の心情はどれが一番強いだろう

かとか’それはどの程度だろうかなどという愚

問を発してはいけない。どこにどのように比重

を置くかは個人個人の読承の問題である。ここ

に－人ひとりの主体性のある読みが保障されて

いるのである。学級全体で創りあげたイメー

ジ，その共通性の上に，個々の読みが独自に存

在しているからである。

ところで，ゆゑ子の家の食事の様子やその時

の母親の心情は，教材の中には具体的に描かれ

ていない。全く子どもたちの想像である。なぜ

このようにイメージ創りが必要なのか，このイ

メージはどういう働きをしているか，というこ

（具体的映像によるイメージ化）

物語は具体的に描かれているところにその特

徴がある。したがって，読みとは，具体的に描

かれている教材の誘いかけに応じて，学習者が

具体的に物語世界を創っていくことであろう。

それは，実際にはイメージ化という方法がとら
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とであるが，これは学習者がこれから創る作品

世界の基盤を確かなものとするという役割を果

している。更に言えば，今後のイメージが学習

者と教材の均衡状態の中で創りあげられるため

に，教材内容に直接関わった形でイメージが創

りあげられていた方がよいという判断に立って

のイメージ化である。

授業の最後に書かせた作文では，例に示した

ように，母親の心情がクローズアップされてい

る。最愛の子に－つしかやれなくてすまないと

いう気持ちと，その底にうごめいている無念

さ，くやしさを思いやっている。この心情を基

盤に物語は展開する。

るという「そんなとき」って,いつですか？

CIOいつも二人でゆゑ子の事を話していると暗

い気持ちになる。そんな時だと思う。

Ｃ,，わかりました。

ｃ１２「－つだけ」しか言わないの'で，がっかり

してため息をついた。

Ｃ１３がつかりじゃなくて，本当は「沢山ちょう

だい｡」「もっとちょうだい」と言わなければ

ならないのに，いつも￣つしかもらえないの

で，「－つだけちょうだい。」と言っているゆ

ゑ子がかわいそうでため息をついている。

ｃＭそうです。「－つだけ」と言うと何でもも

らえると思っているゆゑ子がかわいそうでた

まらない．

Cl５－つだけの喜びしかもらえない,又’全然

よろこびをもらえない’かもしれないと思っ

て，かわいそうでたまらない．

Ｔ３「－つだけの喜び」って,どんなこと？

cl6少しだけ。ほんのちょっとの喜び。

c１７－回きりの喜びだと思う。

ｃ１８すぐなくなってしまう喜びだと思う。

Ｔ４そう,すぐに消えてしまうようなちっぽけ

な喜び。たとえば，今，食べ物をもらう｡う

れしい。でも，食べてしまえば，またおなか

がすいて欲しい｡ずっと消えずに残っていく

ような喜びじゃないね。

c,，本当の喜びを知らずに過ごすかもしれない

と思って，暗い気持ちになる。

c2。伸び伸びと育たないのではないかと心配し

ている。

c2Iそんな時，めちやくちやに高い高いをする。

C22めちやくちやに高い高いをするのは，淋し

さをまぎらわすためだ。

c2sぼくは，暗いことを忘れたいと思う。

c24いい子に育ってくれよと思ってする。

c25そんな事もあるかもしれないけれど，かな

しゑをどこかにぶつけている○

c28ゆふ子のえ顔がお父さんは好きで，高い高

いをするとゆふ子が喜ぶ。その顔をふるとお

父さんは，悲しみを少し忘れられる。だから

高い高い。

Ｔ５「決まって」と言うのは？

Ⅲ二の場面の授業記録と考察

１授業記録とまとめの作文

（授業記録）

ＴＩお母さんはゆゑ子のことを’どのように

思っていたの？

ｃ，「なんてかわいそうな子でしょうね。

…………なんでももらえる」と思っています。

ｃ２大きくなったらどんな子になるかと心配し

ている。

C３それはお父さんじゃないですか．

Ｑ私は，お母さんにも少しはそんな気持ちが

あると思います。

ｃ５私も，お母さんもお父さんと同じように’

ゆみ子がどんなに育つかを心配していると思

います.

c‘ぼくも，お父さんだけが将来を心配してい

るのではなくて,お母さんも心配していると

思う。

C７二人で一緒にゆゑ子を育てているのだか

ら，＝人で心配していると思う。

Ｑ昨日，お母さんは「￣つだけ」しかあげら

れず，くやしいと思っていると言っていた。

ゆゑ子は，本当は沢山欲しいのに，「－つだ

け」しか言えなくてかわいそう○暗くなって

将来のことも心配している。

Ｔ２じゃ，お父さんは？

Ｃ９「そんなとぎ」めちやくちやに高い高いす
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C薊ゆ永子の将来を考えたから必ず。

C鋼今まで何回もあった。

C２９つらさとか悲しみを忘れるためにと言う

か，まぎらすために高い高いをしている。

「よろこびは一つももらえないかもしれな

いわ｡」というのは，よろこびはあっても，す

ぐにきえてしまうよろこびしかもらえないと

思ったと思います。

大きくなって一人ぼっちになるかもしれな

くて，悲しいことが毎日，毎日つづく。幸せ

はあっても，ほんのちょっとだけ。ほんの－

しゅんだけで消えてしまう幸せ。そんなふう

に思って，だから，よろこびや幸せはもらえ

ないかもしれないと言ったのだと思います。

（まとめの作文）

○お母さんは，本当はいっぱいほしいのに，

「－つだけちょうだい｡」しか言えないゆみ

子が，かわいそうでならないと思います。け

れど，食べ物がないからゆ永子には食べさせ

てやれない。

戦争を知らないゆふ子。

大きくなったら，どんな子に育つだろうと

しんぱいしているのは，お父さんだけじゃな

いと分かりました。

私は，そのところは一人ではよくわかりま

せんでした。

「－つだけの喜びざ｡」という所は，「－つ

だけ」というのは「すこしだけ」ということ

かなと思います。「よろこびさ」というのは

まだよく分かりません。

そんな時に，お父さんはめちゃくちやに高

い高いするのでした。というのは，書きこゑ

の時には，「ゆゑ子がかわいかったんでは」

と思いました。

勉強していくうちに，「かなし永」や「さふ

しさ」ということもあるということが分かり

ました。すごくいいことを勉強したなと思い

ました。

○・….．…（前略）………

大きくなってどんな子に育つかを心配して

いるのは，お父さんだけじゃなくて，お母さ

んも心配していると思う。

お父さんは，ゆ承子がかわいそうで，「－

つだけちょうだい｡」しか言えないのが，お

父さんにはとてもつらいと思う。

「そんな時，きまってめちやくちやに高い

高いするのでした｡」というのは，お父さん

はゆ歌子のしよう来が心配で，心配で，それ

をどこにもぶつけることができないので，つ

らく，暗い思いをめちやくちやに高い高いし

て，つらさをたえていると思います。

２考察

心情のイメージ化

この場面の前半は，ある時の父と母の会話で

ある。ゆゑ子の現在，そして未来を憂えての嘆

息である。したがって，ここではゆみ子の両親

の心情をイメージ化しておく必要があるだろう。

田島氏は最初，お母さんの心情をイメージ化

させている。子どもたちは，父親の言ったこと

ばにも留意して，ゆゑ子の将来を父親とともに

母親も心配していると読承とっている。二人で

ゆゑ子の現在や未来を気づかっていると読んだ

のである。文章の表面的な表現に捉われること

なく，ゆゑ子を思う深い気持ちを素直にイメー

ジ化している。

続いて，お父さんの心情のイメージ化である。

イメージ化の際，発問に当っての大切なこと

は，イメージ対象を明確に指示することである。

ゆゑ子をそれぞれが大切に思っていることを明

確に意識させるためにも，ここで，それぞれ別

個にイメージ化させておくことは極めて適切な

措置であると言えよう。

子どもたちは最初，父親がゆゑ子をかわいそ

うと思っているととらえている。それだけで

は，父親の，このような愚劣な戦争に対する憤

りや人間としての誇りや喜びを知らずに育つ娘

に対する憐欄の情が読めているとは言い難い。

もう少し父親の心情を豊かにイメージ化する必

要がある。そこで，「－つだけの喜び」とは何

か，そのことを明確に意識させた上で，もう一

度父親の心情をイメージ化させている。そし

て，「めちやくちやに高い高い」をするのは，ゆ
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み子の将来を思ったときの切なさや悲しふをど

こかへぶつけたり，紛らわすためであるという

読承を創り上げている。

前節でも述べたが，文学教材では，心情のイ

メージ化が極めて重要である。子どもたちの発

言をゑていると，教材の文章を手がかりに，そ

れぞれ自分のイメージを発言している。教材と

の相互作用によって，子どもたちが豊かな作品

世界を形成していることが如実に示されている

と言えよう。

Ｃｌ０体の弱いお父さんが戦争に行くのはとても

心配。心のすゑで死んでしまうのではと不安

に思っている。でも’絶対帰って来ると信じ

ている。

ｃ,，大事なお米のおにぎり’お父さんにも食べ

させたかったけれど，ゆゑ子が泣くよりまし

と思った。

Ｔ２大事なお米のおにぎり，いくつぐらいあっ

たのかね？

ｃｌ２ずつと，へそくりみたいにためていたお米

で作ったから＝’三個や。

c１３ぼ<は大切な着物とか鏡と交換したお米だ

と思う。すこししかなくて’二’三個ぐらい。

ゆふ子が全部食べたんだから。

cＭぼくも二，三個○お父さんに食べてもらお

うと，心をこめて作ったんだけれど，ゆみ子

の泣き顔をふせるとお父さんが安心して行け

ないので，お母さんは食べさせた。

c1s泣き顔ではお父さんが心配するので食べさ

せた。

C１６お母さんは,絶対お父さんに死なないで’

と思っている。

C１７お父さんも’死ぬかもという気もあるけれ

ど，でも，必ず帰って来ると思っている。

T３とうとう駅に着いたわ。

Cl８お父さんは駅に入りたくなかったかもしれ

ん。入ったら（戦争に）いかんなん。戦争に

行くのがいやだ。

C,,ゆゑ子やお母さんと’これで会えないかも

しれないので，とても淋しい。

C2Oつらい.

c2，見送る人もいない６疎開してきた人かな゜

Ｔ４じゃ，あす，いよいよ別れの場面を読んで

糸ましよう。

Ⅳ三の場面前半の授業記録と考察

１授業記録とまとめの作文

（授業記録）

Ｔｌお父さんが兵隊さんになって，戦争に行く

ことになりましたわ。

駅まで行く三人の様子や気持ちはどうです

か？

Cl「戦争に行かなければならない日がやって

きました｡」と書いてあるので，ついに恐れ

ていた日が来たと思ったと思います。

Caお父さんが戦争に行く事を知らないので，

ゆゑ子はおにぎりがたべられてご気嫌。

Ｃ３もう，家族で道を歩くのは最後だと思って

いる。

Ｑ私は，駅までの道は遠ければ遠い方がよい

と思っていると思います。話すこともある

し，一緒におれる時間が長いから。

Csもう二度と見られないかもしれないお父さ

んと思って歩いている。

Csお父さんはもう死を決心（覚'悟ということ

ばを知らない）している。お母さんは，絶対

死なないでほしいと思っている。

C７泣き顔をみせたら，お父さんは死んでしま

うかもしれないと思って，大事なお米で作っ

たおにぎりを全部食べさせた。

Ｃ８ぼ<も，ゆふ子のぼろぼろの泣き顔は不吉

だから，おにぎりを食べさせて，笑顔のゆゑ

子をお父さんに見せたと思う。

C，私も，お父さんにゆふ子のえ顔を思い出に

してほしいとお母さんは思っていたと思う。

（まとめの作文）

○私は，池田さんのあの最初の感想文に書い

てあったと先生が言った

「お父さんやお母さんにしては，遠い汽車の

駅まで歩くのが加近いよりとてもよかったと

思う｡」

というのを聞いて，びっくりしました。私は
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今まで遠ければ遠いほどいやだと思っている

と考えていましたが，お父さんやお母さんの

気持ちになりきって承ると，遠い方がよいと

いうのがよくわかりました。

そして，その遠い汽車の駅まで歩いて行っ

ている。その時，お父さんは，もしかして戦

争で死ぬかもしれないので，死を決心してい

る。

お母さんは，お父さんに死なないで帰って

来てと思っている。そして，心の底には，死

んでしまうかもしれない。二度と会えないか

もしれないという思いもあったと思う。

お母さんは，お父さんにゆふ子のなき顔を

ふせたくなかったので，おにぎりを全部食べ

させた。お父さんにとっては，白いごはんよ

りもゆゑ子のえ顔がたから物だったと思う。

○お母さんの作ったおにぎり。心をこめて

作ったと思います。だけど，そのおにぎり

は，ゆみ子が食べてしまった。でも，お父さ

んは，ゆゑ子のえ顔でほらいっぱいだと思い

ます。お母さんは，死なないでほしい気持ち

と，死んでしまうかもしれないという気持ち

と，ぜつたい死なないという気持ちがあると

思います。

………（中略）………

お父さんは駅へ行く長い道を歩きながら，

「ゆゑ子をたのむ｡」

と，言っていると思います。そして，お父さ

んはお母さんに

「ゆ永子のえ顔をふせてくれ｡」

と，言っていると思います。

駅についた時，お父さんは決心して駅に入

ろうとしたけど，なかなか入れなかったと思

います。

しまう。

「お母さんは，戦争に行くお父さんに，ゆみ

子のなき顔を見せたくなかったのでしょうか｡」

と，教材は最後に母親の心情を推測した表現で

終っている。学習者は，なぜなのだろうかと軽

い疑問を持つ。そして，母親の心境をあれこれ

と想像する。このような読糸手が一瞬ふと教材

の流れに対して疑問を感じ立ちどまる箇所，そ

れは空所の－種と考えてよいだろう。澱承なく

創られているイメージが，ふと途切れてそこに

空白が生じる。それが空所だが，これは，読み

手の意識をそこに集中させることを狙った誘い

かけの構造の一つである。

Ｔｌの発問は，駅までの三人の様子や気持ち

をイメージ化させている。最初子どもたちは，

ゆふ子はともかく，お父さんとお母さんは，Ｃ３，

Ｑにみられるように，同じ思いを持っている

と捉えている。（c`の発言などは，まさに読み

手によって創られた作品世界であると言えよ

う。）

Ｃ５，ＣＧになると，父親，母親それぞれの心情

がイメージ化されてくる。そして，Ｇ以降は母

親の心情のイメージ化である。

なぜこうなったのか。それは，先に書いたよ

うに母親の心情について，イメージを一層豊か

にするよう誘いかけ構造が働いているからであ

る。

子どもたちは，最初母親の心情を，ｃ５やc‘の

ように一般的な形でイメージ化している。しか

し，Ｃ7以下（CIOを除く）は，誘いかけ構造が

機能して，母親の父親を思う気持ちをゆふ子に

関連させてイメージ化している。即ち，母親

は，ゆみ子のことを心から心配している父親に

は，ゆ永子のえ顔が何よりの霞けと思い，ゆみ

子を泣かせまいとした，と子どもたちは読んで

いる。

そして，ここに，前の場面で，父親のゆゑ子

に対する思いをイメージ化したことが生きてく

る。ゆゑ子のことを心から心配していたお父さ

んだったから，お母さんはゆゑ子の泣き顔を別

れるときに絶対見せたくなかったのである。前

の場面を受けて，その一貫性のもとにイメージ

２考察

読みを深める空所の機能

お父さんが出征することになって，見送りの

ために駅まで行く場面である。ゆゑ子はお母さ

んの肩にかかっているかばんに，おにぎりが

入っていることを知って，例の「－つだけちょ

うだい｡」を連発して，おにぎりを全部食べて
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Ｑ最初から暗いと戦争に負けてしまうので明

るい。

Ｃ５私は，駅はとても力強い感じだと思う。

c６賛成で,力強くてにこにこして，日本の為

に役立とう。

c7日本の為にがんばろうという感じ。

c８意見をかえて，暗くなくて明るい。

T３人ごふって，人は何人ほど？

ｃ数えきれないほど。（口々に）

Ｔ４そして，そこから？

C９軍歌，万歳が聞こえる｡

c,O勇ましいので，がんばるぞという感じ。

T５うん。それに対してゆゑ子のお父さんの見

送り風景はどうでしたか？

Ｃｕお父さんは，小さく万歳をしていたり’歌

を歌っていたりしている。

c１２軍歌を歌っていたと思う。

c１３軍歌じゃなくて歌。

ＣＭ「軍歌の声に合わせて，……」だから，多

分歌ったと思う。

c１５軍歌を歌っている。

c１６すふっこの方で軍歌を歌っていたり’さゑ

しそうに万歳をしていると思います。

Cl７普通の人と違って暗い。

ｃどうくらいが？（つぶやき）

c,８万歳とか，軍歌の声が小さいので暗い。

CI9私も太田君と同じで，淋しそうに歌を歌っ

ていたり，「まるで，戦争に行く人ではない

かのように｡」と書いてあるから，戦争に行

きたくないと思っていると思います。

c２０付け加えで，他の人は戦争に行くので’勇

ましく万歳をしたり’軍歌を歌ったりしてい

るけれど，お父さんは小さく万歳をしたり，

歌を歌っていたので戦争に行く人でない。

TGように見えたのわ｡

c21他の人たちの行動，様子と……わすれた。

Ｔ７違うことを言いたかったの？具体的に言

おうとしていたわ。

c22他の人は勇ましい軍歌を歌っているけど,

勇ましいと言えない歌を歌っている。

c２３お父さんはゆみ子にも，もう会えないかも

しれないので，そんなことをふきとばして，

が豊かに成長していることに気づく。

ところで，この三の場面は，起・承・転・結

という構成になっている。いま，考察の対象に

しているのは，起の部分に当る。三の場面で展

開される物語の発端部である。こういう場合，

出来るだけ具象的にイメージ化するのが文学教

材の読承の原則である。したがって，発問は，

三人の様子や心情のイメージ化を促した発問に

なっている。ひとり－人が出来るだけ自由に物

語世界を創れるようにという配慮からである。

しかし，そういう形で入っても，誘いかけ構造

の機能によって，子どもたちの意識は自然に母

親に集中する。この実践はそれを証明してくれ

ている。

Ｔ２の発問は，Ｃ７以降（CIOを除く）の発言を

更に念を押す機能を果していると言ってよいだ

ろう。ゆゑ子が全部食べてしまう量だから，そ

んなに多い数ではない。ようやく貯めた大事な

お米で作ったおにぎり，ほんの二，三個しかな

いからこそ，お母さんはどんなにお父さんに食

べさせてあげたかっただろう。そのおにぎりを

ゆみ子を泣かせないために全部ゆみ子に食べさ

せたのである。ここに，おとうさんにはゆゑ子

のえ顔しかないと思っているお母さんの強い気

持ちがあらわれていると言える。つまりＴ２は，

具体的におにぎりの数を聞いているが，それ

は，母親のより一層切実な心情を誘発する発問

であるのである。

Ｖ三の場面後半の授業記録と考察

１授業記録とまとめの作文

（授業記録）

Tl駅に着いたら，駅はどんな様子でしたか。

駅の様子を話して下さい。

C1人ごみの中からときどき万歳の声が起こっ

たり軍歌が聞こえていた。

Ｃ２いっぱい戦争に行く人がいても，し_んと

暗い。

Ｔ２暗いって感じましたか？

Ｑ行く前から暗かったらやる気がなくなるの

で，明るく行こうとしている。
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ゆゑ子と遊んでやるように万歳をしていたと

思う。

T８なるほど，ゆゑ子をあやしながらだね.

C２４ゆふ子と歌うのは最後かもしれないので’

ゆゑ子のえ顔と一緒に楽しそうに歌っていた．

c2sぼくは，ゆゑ子をだいて万歳をしている。

T，二つの考えがあるわ。「戦争に行く人では

ないかのように」を,

｜瀧らｉｗ`ま灸
どつちの方に感じられますか。

c２６楽しそうではなくて，暗い,さゑしそうだ

と思う.お父さんは，ゆゑ子やお母さんと離

れたくなくて，戦争になんか行きたくないと

思っていると思います．

c”もし，戦死したらゆみ子と会えないのだか

ら，さみしそうだと思う。

c鰯ぼ<は，戦争に行くのが’少しいやじゃな

くて，すごくいやだと思います｡

c２，心の中はとても暗いけれど’外はお母さん

たちに心配させないよう明るくふるまってい

ると思います。

Ｑoぼくは，もう－度’絶対帰って来るぞと

思っている○

C３，お父さんはただ明るくふせかけているだけ

で，とても暗い気持ちだと思う。

Tl０結論でませんね．暗いか，明るいか簡単に

言えませんね｡他のよその戦争に行く人とは

違っている様子わかりますわ。

汽車が入ってくるという時になって，何が

始まったの？

C32ゆゑ子の「一つだけちょうだい｡」が始

まった。

Tmお父さんやお母さん，どうだった？

c鋼急に言われてびっくり。

c典食べる物がどこにもないのに，言われて

びっくり○

c鱈汽車が入ってきて，お父さんが戦争に行く

のに，いきなり言われてびっくりした｡

c鍋私は，びっくりして，困ったと思う。

C37ゆゑ子は，しばらく「￣つだけちょうだ

い｡」を言わず安心していたのに’言われて

びっくり。

c３８今まで，ゆゑ子とお父さんは楽しそうにし

ていたのだけれど’この時ゆみ子のお父さん

は暗くなった｡

T１２うん・暗くなった？暗いとか明るいは簡

単に決められないから，もう少し内容考えよ

うね。

C３９お母さんはびっくりして困った．それは，

もうカバンの中におにぎりがなく，ゆゑ子の

泣き顔をふせたら’お父さんが安心して戦争

に行けなくなるから○

Ｇ．私は，歩いている途中は’「￣つだけちょ

うだい。」と言って,あげていたけれど，しば

らく何も言っていなかった。それが突然言わ

れ，あげるものがなくてびっくりした｡

Ｑ，太田君に付け加え○お父さんがもう戻って

来ないという感じなのに’ゆふ子は平気で

「－つだけちょうだい。」を，どなって言って

いる感じなので，とても困ったと思う.

Ｑ２知恵子さんに付け加え。「－つだけちょう

だい｡」と，泣きわめいて言っていて，何もや

るものがなく，何をやっていいかわからず

困っている○

Ｃ４３ゆみ子はまだ泣いていない。

Ｔｌ３もう泣きそうだね。

C４４お母さんは,ゆゑ子はもうえ顔じゃないの

で，どうすればもう－度え顔をふせられるか

考えていたと思う。

Ｔ１４お父さんは何と言いました？

読んでゑて。

ｃ「糸んなおやりよ’お母さん･おにぎり

を｡」

Ｔｌ５普通と言い方が違いますね。

C４５ゆゑ子が今まで「一つだけちょうだい･」

と言っていて，両手を出すことを知らないの

で，－度に全部あげたいと思った。

c４６最後だけでも十分に食べさせたい。

C４７最後だけでも全部あげたいと思った｡

C４８「－つだけちょうだい｡」をやめさせたい。

TIGところがおにぎりは？（録音切れ）

ｃない。

Ｔｌ７そこで,お父さんは？
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C４，コスモスを-輪とってきてあげた。

c5．プラットホームのはしっこのご承捨て場の

ようなところに忘れたように咲いていたコス

モスを渡した。

C５，食べ物のことだけで，コスモスのことなん

か誰も忘れている。

Tl8どんなことを思って渡したの？

c５２泣きやませたい。

c認お父さんのかたふだよ○

c５４お父さんの代りだよ。

C55さいごの￣つだけだよ。

C５６お父さんの代りと思って大事にして。

C５７思い出と思って大事にして。

c麺お父さんも￣人，コスモスも－輪’代り

じゃなくてお父さんだと思う。コスモスは。

Tl，もう少しくわしく読ふたかつたけれど時間

がなくなりました。あす，続きをしましょう。

メージはどう？

ｃ６５さびしそう･

Ｃ６６やさしそう。

C67弱そうだけれど,強そう。

c閉自分の力で生きている。

c８９自分で仲間を増やしている。

c70なかなか折れんよ。

Ｔ２５そういうコスモスが忘れられたように咲い

ていた。

この花と，お父さんを比べて承よう。（板

書で確認）

Ｃ７，お父さんと同じようだ。

Ｔ２‘どんな願いがこもっているの？どんな思

いを込めて＿輪のコスモスを渡したの？

c７２「－つだけ」は食べ物だけでなく，「物」に

もあるんだよと教えた。

C７３お父さんの代りだよ。

C7イよわよわしいが強いコスモスのように。

C７５お父さんを見たくなったらコスモスを見て。

C７６コスモスのように自分の力で生きていてく

れよ。

c”強いコスモスのように生きてよ。

Ｔ２７Ｃ７１の人の言ったことどうでずか？

ここで,お父さんの言う「￣つだけ」と'-

ゆゑ子の言っている「－つだけ」は同じだ‐

ろうか。

C78ゆゑ子の一つは，「－つだけちょうだい｡」

と言って，おなかがすいたらまた言うが，お

父さんの「－つだけ」は，もし，お父さんが

戦死したらもう絶対もらうことのできない最

後の花という意味だと思う。

c79ゆみ子の「－つだけ」は，後からも「－つ

だけ」「－つだけ」と言うが，お父さんのはこ

れが最後という￣つだけ。これは，山ほどで

なく，本当に一つだけ｡

T２８お父さんがゆみ子に渡す花にかわる花まだ

あるの？

C80もうない。これ－つだけ。

T29そんな時「かけがえがない」ということば

を使います｡「かけがえのない命」なんて言

います。

「かけがえのない」は，これしかないとい

T2。「ぼんざいをしていたり，歌を歌っていた

りしていました｡」と，「ぼんざいをしていた。

歌を歌っていた。」と，どう違うの？

c５９「……いたり」は，何か他のことをしてい

ながらの動作。

c6。「していたり」は，何かほかのこともする

よう。

T2，本気でというか，それだけをしているの

ｃやないね。

何のためにしているの？

c6lゆみ子をあやすためにしている。

T配そういう様子が，まわりの人と違っている

ように見えたのですわ。まるで，普段，子ど

もを連れて金沢へ行くようなものですね。

「ぷいと」というのは，どんな様子？

c６２急に

c開消えたようにいなくなってしまった。

T麹昨日，十分やれなかったので，もう￣回や

るよ。

コスモスはどこにどんitﾘﾐふうに咲いていた

のですか？

c“プラットホームのはしっぽのごみ捨て場の

ような所に忘れられたように･

T2４コスモスって，バラの花なんかと比べてイ
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う意味です。

花の中に思い込めて渡したのですわ。

花をもらうととても喜んだのですわ。

なぜ，お父さんは安心したのですか？

C８，－番いい顔だったので。

C８２食べ物でなくても喜んでくれたので。

C８３花で喜んでくれたのがうれしい．

C“食べ物だけに喜んでいたゆみ子が，物でも

喜んでくれたので安心したと思う。

C鯛戦争に行って，帰ってこれないかもしれな

いので，笑顔をみてこれで大丈夫と思って。

C８６－つの命を渡した。

C８７美しい物をわかったので。

て）

○お父さんは，ゆａＫＫ子に「この世界にたった

－つのこの命，大切にするんだよ｡」と，言っ

ていると思います。「このコスモスはお父さ

んだよ。お父さんは戦争なんかで死なない

よ｡」と言っていると思います。

お父さんは，自分ひとりで咲くコスモスが

大すぎ。お父さんとコスモスをくらべてふる

と，さふしそうでやさしい。そして心がつよ

いところがいっしょ。だから，お父さんは，

コスモスの花を「これはお父さんだよ」と

言っていると思います。コスモスはだれから

もわすれられていてさびしい。でも，コスモ

スはさびしくてもなかなかつよい。お父さん

と同じ。

○「ゆみ，さあ，－つだけのお花，大事にす

るんだよ」の－つだけは，ゆふ子のいう「－

つだけちょうだい」の一つだけではなくて，

お父さんのかわり，お父さんのくれた最後の

たった一つの花だと思う。

お母さんには，「－つだけ」と言えばいく

らでももらえたけれど，お父さんは戦争に

行って帰ってこれないかもしれない。お父さ

んの一つの花だと思う。コスモスじゃなく

て，自分の思いをコスモスとしてあげたと思

う。

だから，汽車にのって行ってしまう時，一

つのコスモスの花を見てだまっていたと思う。

（まとめの作文）

（まるで戦争になんか行く人でないかのよう

なお父さんについて）

○お父さんはゆゑ子をだいて，小さくぼんざ

いをしていたり，歌を歌っていたりと，静か

なようすで，ふつうの人のようすとちがって

いて，戦争になんかいきたくないんだと思い）

ます゜ほんとうはゆふ子やお母さんとはなれ

たくないけれど，戦争に行かなければならな

いからつらいと思います。

お父さんはつらい思いがあるけれど，外は

明るくふるまっていたと思います。

（｢承んなおやりよ’母さん。おにぎりを｡」

と言ったお父さんの気持ちについて）

○お父さんはゆぷ子にいっぺんにおにぎりを

あげたかったから言ったと思います。いつも

－つだけ……－つだけと言って，－つだけし

かあげられないのじやなくて，いっぺんにあ

げたかったと思います。そして，お母さんが

ゆゑ子のなき顔をゑせたくなかったんじゃな

くて，お父さんもなき顔をふせたくなくて，

そして，自分でも見たくなかったと思います。

２考察

イメージの貧困一具象性の欠如

三の場面後半の授業は，駅の様子から始まっ

た。Ｃ２の発言，「し_んと暗い」が，授業の方向

を決定した。田島氏としては，いつものように

教科書に書いてあることがらが－通り出た後

で，子どもたちが各自自分のイメージ化した

様子を具体的に語ってくれるだろうと予想して

のＴｌの発問であったと思う。ところが，「暗い」

という抽象的な表現で駅の様子を語ることばが

最初からでてしまった。したがって，以下，具

象的にイメージ化するよりも，明るい，暗いと

いう抽象的な次元での議論となってしまったの

（｢ゆみ。さあ，－つだけあげよう。－つだけ

のお花，大事にするんだよう－－」と言っ

て，何も言わず，一つの花を見つめながら汽

車に乗って行ってしまったお父さんについ
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れているものだが，この程度である。

読みの基本はイメージ化だが，イメージ化は

出来るかぎり具象的にイメージ化すること，こ

れが実践記録からの教訓である。

である。

Ｔ５の発問は，混雑している駅の様子とは対

照的なゆゑ子の家族を浮き彫りにするためのも

のである。しかし，ここでも前の話し合いの影

響を直接受けて，Ｃ１７，Cl8のように「暗い」と

いうことばが出てきている。また卯続いての

c,,，c20の発言は，「暗い」というイメージを基

調にして，「戦争に行く人ではないかのように」

をとらえている。したがって，広がりのない貧

困なイメージ化しか出来ていない。

Ｃ２３，Ｔ８の発言を経て,Ｃ…C25でようやく

「暗い」から脱皮した「戦争に行く人ではない

かのように」についてのイメージがでてきた。

田島氏は，ここで，「どっちの方に感じられま

すか」と，明るい，暗いの二者択一の発問をし

ているが，これは失敗であったと言えよう。

Ｔｌ・で，「結論でませんね」と言っているよう

に，書かれていない心情を問題にしても，結論

が出るわけではないからである。このまま，他

の人々とは違ったお父さんの様子についてのイ

メージ化を続けるべきであった。

子どもたちは，父親の上辺と内面の心情を問

題にしているが（c29,ｃ3,），この複雑な心境も

父親の他の人とは違う様子をイメージ化してい

くうちに出て来る問題であったと思う。そし

て，それ以上に大切な，父親の反戦的思想も出

て来たのでないかと思われる。それが出てくる

ことによって，この場面の「めちやくちやに高

い高い」をする父親の心情と結びつく。そし

て，そこに父親の大きなイメージが一貫性を

もって創られていったであろうと想像する。

残念ながらそこが全くイメージ化されないま

まだったので，ゆみ子の「－つだけちょうだ

い」が始まったときの父親と母親の心情につい

ては，「びっくりした」と「困った」しか出てき

ていない゜（C33～Ｑ２）そして，相変らずC38の

ような「暗くなった」が出てきている。表面的

で深まりのないイメージ化であると言えよう。

まとめの作文の，「まるで，戦争に行く人で

はないかのようなお父さんについて」は，やは

り父親と母親の個人的心情に終始したものが多

い。例にあげたものは，反戦感情について屯触

誘いかけ構造を生かした授業

三の場面後半の授業のところは，教材の誘い

かけ構造が巧承に仕かげられているところであ

る。

その一つは，お父さんとコスモスの同格化で

ある。お父さんは，「ゆゑ子とお母さんのほか

に」は－人の見送る人もなく，「プラットホー

ムのはしの方で」「戦争に行く人ではないかの

ように」ゆゑ子をだいて，「小さくぼんざい」を

したり，歌を歌っている。

一方，コスモスは，「プラットホームのは

しっぽ」の「ご承すて場のような所」に，「わす

れられたように」咲いている。両者を比較する

と，この世の中から疎外された状況は全く同じ

と言ってよい。父親＝コスモスという誘いかけ

構造が成立している。そして，この父親は，単

に疎外されているのではなく，戦争についての

一つの見識を持っている。その芯のあるところ

が，コスモスのイメージと重なることまでも計

算されている。

もう一つは，「－つ」の意味の転換である。ゆ

ゑ子が「－つだけ」と言うときの「－つ」は

「たった－つ」「ほんの－つ」である。「みん

な」「山ほど」に対する－つである。ところが，

父親がゆみ子にコスモスの花を手渡した時の

「－つだけ」は，「この世で－つ」「かけがえの

ない」という意味である。同じ「－つだけ」で

も意味が全く違ってきている。ここにこの教材

の誘いかけ構造が施されている。

三の場面後半,’二時間目の授業は，「ぼんざ

いをしていたり，歌を歌っていたり」に注目さ

せるところから始まっている。（T20）お父さん

の反戦的思想（反戦感情）を，そのことに専心

していないという視点から具体的に掴ませて，

それが他の人達の状態と違うのだと確認してい

る。

そして，次にT23では，コスモスの咲いてい
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た状況を，T24では，コスモスのイメージを，そ

して，T25で，コスモスと父親を比較している。

教材の誘いかけ構造を十分に意識して発問が構

成されている。

読みが教材と学習者の相互作用によって成立

するとすると，発問のあり方の一つは，教材の

誘いかけ構造を熟知して，学習者の相互作用を

容易にしてイメージを創りやすくしてやること

であろう。この一連の発問はその意味で巧承に

構成されていることに注目しておきたい。

T26の発問は，このような準備があって可能

となる発問で，準備がない場合は全く恐意的な

思いつきに終始してしまうであろう。その意味

では，発問の良否は一連の発問構成の中で考え

るべきもので，それ一つを取り出して云々して

も意味がない。

「たった－つ」と解釈して，イメージを創りあ

げてきたのは学習者自身である。その自分自身

の意味が問いかえされたのである。

否定は，イメージを豊かにする大切な機能の

一つである。子どもたちはここで，「－つだけ」

というのは，「かけがえのない」という重い意

味を持つものであることに気づく。そのことに

気づくよう誘いかけ構造に着目して発問を組む

こと，これが発問のポイントである。

続いて，Ｔ２,では，「なぜ，お父さんは安心し

たのですか」と発問している。この発問は，父

親の言う「－つだけ」の意味がわかった上で，

しかし，なぜ，にっこり笑って汽車に乗って

行ったのかを間うている。

「－つだけ」が「かけがえのない」というこ

とであることはわかった。でも，なぜ，父親は

安心したのだろうか。ここにも空所の機能が働

いている。子どもたちは，そこで立ちどまって

考える。誘いかけ構造が機能して，イメージは

深く，豊かに広がっていく。

授業中の発言は，イメージがそれほど豊かに

は展開していないが，－人ひとりが書いた授業

のまとめの作文をみると，それぞれに豊かにイ

メージを創りあげていることがわかる。

授業中の共通認識を基盤にしながら，－人ひ

とりが創りあげるイメージ。これらは，一貫性

のあるイメージが形成されていること，－人ひ

とりの主体的な読承が保障されていることを如

実に示している。

子どもが独自にイメージを創るということで

は，「承んなおやりよ’母さん。おにぎりを｡」

と言ったお父さんの気持ちについて書いた作文

の中に，例にあげたようなものがあった。話し

合いの発言の中には全く出てこなかったイメー

ジだが，子どもたちはこのようにして，自分の

頭の中に独自のイメージを創っているのである。

授業の中でそのことを保障してやること，その

ために，このような授業のまとめを書くことは

各自のイメージを定着させるためにも必要なこ

とであるかと思う。

T27の発問は，「－つだけ」の言葉に仕かけら

れた意味の転換に着目させる発問である。

発問の意味は，今までゆふ子に「ふんなちょ

うだい」「山ほどちょうだい」と言って欲しい

と思い，いっぱいあげたい，全部あげたいと

思っていた父親が，ここで，なぜ「－つだけ」

と言っているのか，－体この「－つだけ」には

どんな意味が託されているのか，ゆみ子の言う

「－つだけ」とは内容がどのように違っている

のか，ということであろう。

「－つだけ」の今までの意味を否定すること

によって，読み手をそこに立ちどまらせる。子

どもたちは，今まで文脈に沿って「－つだけ」

の意味をとらえてきた。それが，この場面で否

定されたのである。この場で子どもたちは，な

ぜ今までの意味ではいけないのだろうか，新し

い意味はどんな意味かなど考え込まざるを得な

い。今までの意味を否定し，そこに空所を作る

ことによって，読承手の注意を喚起する機構，

これも相互作用の中で作られる誘いかけ構造の

一つである。

教材自身としては，「－つだけ」の言葉に異

なった意味を持たせた誘いかけ構造を作ってい

るのだが，それを機能させるのは読み手である

学習者の仕事である。「－つだけ」の意味を， Ⅵ四の場面の授業記録と考察
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Ｃｌ7かわりじゃなくて，お父さんそのものをわ

たした日から十年。

Ｔ５ゆゑ子にはそのお父さんの思いが伝わった

と，お父さんは安心して出ていったんだった

わ。その日から十年。

ゆゑ子に本当にその日のことわかったの？

Ｃ１８小さいのでよくわからん。

Ｃｌ，お母さんがわかった．

C２０お母さんが受けついだんだと思います。

Ｔ‘ゆみ子はお父さんのこと知らないのかね？

c２，知っている○お母さんが必ず話している○

C22ゆゑちゃんの方からも聞くと思う｡

c２３だから，大事にコスモスを育てている。

c2‘すごくきれい。

c２５家は貧しいけれど，いい。

Ｔ７うん，心は豊かに暮しているのですわ。

Ｔ８「あのお母さんでしょうか｡」「あの」がつ

いたのとつかないのと，どう違いますか？

C２６昔，ゆゑ子に何かしてあげたお母さん。

C27ゆゑ子の将来を心配していたあのお母さん。

c28どんな子に育つだろうと考えてくれたあの

やさしいお母さん。

C２９「－つだけよ」とあげたお母さん。

c30-輪のコスモスをもらって,ゆ承子といっ

しょに喜んだお母さん。

T９－つの言葉があるなしで，ずい分いろいろ

考えられますわ。

ゆふ子の様子どうですか。

c３，元気そう。

c３２明るく育っている。

C３３お父さんの心配したようにならず，明るく

親孝行。

c鋼お母さんと＿生懸命に生活している。

C35とても明るくて’お父さんがいないように

はふえない。

C３６お母さんと二人で力を合わせて生活してい

る。

１授業記録とまとめの作文

（授業記録）

Ｔｌ四の場面を読んで，わかったこと，感じた

ことを，どんどん発表して下さい。

Ｃｌコスモスのトンネルはお父さんがよびよせ

たもの。

ｃ２家の庭がコスモスで－杯･

Ｃ３父さんとわかれたのが小さい時だったの

で，父をおぼえていない．

C４お母さんはミシンを使って内職をしている。

c５父さんの事を考えている時，ミシンの音お

そくなるのではないの．

c６お母さんのかわりにご飯を作っている。大

きくなった。

Ｔ２じゃ質問しますよ。

それから十年の年月の「それから」ってい

うのは？

C７平和な国になってから。

c８お父さんが戦争に行ってからだと思う。

c，お父さんが汽車ぽっぽに乗って，戦争に

行って十年･

cl0ゆゑ子とお母さんが，戦争に行くお父さん

を見送ってから十年。

C、お父さんが戦争に行った日から十年･

Cl2ゆゑ子のお母さんが，お父さんと別れてか

ら十年。

Ｔ３今，お父さんの立場で言っている人･お母

さんの立場で言っている人がいますね○この

お母さんとゆみ子の立場で言っている人は，

見送った時の思いなど，多分，もっと言いた

いことがあるぱずだと先生は思います。

c,３お父さんの方から言ってもいいですか。

T‘いいですよ。あの日，どんな別れ方，見送

り方をしたのかな？

cI4「お父さんのかわりだよ」とコスモスを渡

して行ってから十年。

Cl５「ぼくのかわりになってゆみ子を成長させ

てくれよ」と，心をバトンタッチした日から

十年。

c１６コスモスにたましいと心を入れて大事なコ

スモスをわたした日から十年。

（まとめの作文）

○（お母さんになって，お父さんに手紙をか

きます｡）

お父さんへ，
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ものすごく大事なお米で作ったおにぎりを

食べさせてあげられなかったのでごめんね。

天国で，おにぎりをおなかいっぱい食べてい

てね。、

お父さんが戦争に行く時，な糸だがでそう

でした。でも，あの時，体がこおりついたよ

うでなゑだがでませんでした。

家から駅まで,もうちょっといっしょに歩

きたかったですね。私は，お父さんが死ぬと

は思いませんでした。生きて帰って来て，ま

た，ゆみ子といっしょにくらせると思ってい

ました。けれど，心のすみのすふの方には，

お父さんが死んでしまうのではないか，とい

う気持ちがありました。それが死につながっ

たと思いました。あの時，心のそこのそこま

で，必ず帰って来ると思っていれば，お父さ

んは死ななかった。

でも，最後に，ゆゑ子のえ顔が承られてよ

かったですね。お父さんはきっと，「コスモ

スのような子になってくれ」と思ったでしょ

うね。

お母さんは，今，ミシンでがんばっていま

す。ほら，聞こえませんか？

ダダダダ……

聞こえたでしょう。これからも見守ってい

てください。さようなら。

２考察

一貫性のあるイメージ世界の完結

三の場面の最後は，お父さんが汽車に乗って

戦争に行ったところで終っている。その後お父

さんはどうなったのだろうか。そして，残され

たゆゑ子とお母さんは？今まで，お父さんと

お母さんの心情を豊かにイメージ化してきてい

ればいる程，そのことが気にかかる。つまり，

お父さんの立場に立ったイメージ体験，そして

お母さんの立場に立ったイメージ体験が切実で

あればある程，お父さん，お母さんの視点から

離れて〕読承手独自の立場に立った時，そのこ

とが気にかかる。そういう読易肉手の期待に応え

たのが，エピローグとしての役割をしつこの四

の場面である。ここでは，小さな家がコスモス

の花で包まれているということで，父親の思い

がゆゑ子に伝わったことを象徴している。ま

た，ゆゑ子の元気な様子に父親の願いが実現し

たことを表わしてもいる。さらに，日曜日にも

お母さんが間断なくミシンを踏まねばならぬ状

況は，父親のいない家庭の生活の苦しさを意味

し，ここにも戦争の後遺症は紛れもなく存在し

ていることも表わしている。

授業は，ゆ承子一家がその後どうなったかと

いう読承手の期待に応えて，その後の状況を把

握するところから展開している。

子どもたちは，コスモスの咲いている意味，

ゆゑ子の元気な姿，母親の生活のための苦労な

ど－通り必要なことは読承とって，イメージ化

している。

その上で，Ｔ２では，別れの時の心情をもう－

でも，ゆみ子は，今，コスモスのように，

自分の力で生きていますよ。お父さんのねが

いをうけついで。

ゆゑ子は学校に行っています。友だちも

いっぱいいます.ちゃんと友だちと遊んでい

ます。

○（天国にいるゆみ子のお父さんへ）

「ゆふ子のお父さん，こんにちは」

私は，わかったんだけど，ゆみ子さんにコ

スモスをあげるとぎ，

「これはお父さんだよ｡」

と思ってあげたのですわ。

いま，ゆゑ子さんとお母さんの住んでいる

トントンぶぎの小さな家は，コスモスでいっ

ぱいです。きっとお母さんが，そんなお父さ

んの気持ちをうけついだのだと思います。

ところでお父さん。戦争に行くことになっ

た時，すごくつらかったでしょう。ゆゑ子と

はなれてしまうから，さぞ，つらかったで

しょう。でも，かくれたりすると死けいに

なったりするから，とてもいやだったでしょ

う。戦争なんてなければと思っていたでしょ

う。
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度想起させ，特にT5で父親の心情を確認して

いる。そして，ゆゑ子にそのことが伝えられた

かを，Ｔ５，Ｔ６で問いかけ，確かに父親の思いが

伝わっていることをイメージ化している。

次に，Ｔ８で，「あの」に着目させ，戦争中の母

親のゆ永子に対する思いを想起させている。

そこで，Ｔ,では，ゆゑ子の現在をイメージ化

する発問が組まれている。父親と母親の思いを

一身に受けて成長したゆふ子のイメージ化であ

る。とこかく卯ゆゑ子について両親が最も危'倶

した状況は回避することができた。そして，生

活は厳しくとも心は豊かに，明るく元気な子に

ゆゑ子は育っている。子どもたちは，そんなゆ

ゑ子像を創りあげて，ほっとする。

以上，物語のイメージ世界は，－，二，三で

創りあげられたイメージの延長線上に，一貫性

をもってイメージが積承重ねられ，そして，こ

こで完結する。

の作文の最初の文である。イメージ体験が切実

である程，容易に脱皮できず，別れの時のイ

メージをもう一度自分で創りあげている。

多くの者は，二番目にあげた文章のように，

読承手である自分が，お父さんへ報告するとい

う形式をとっている。その中に，この物語を読

んで考えた自分自身の認識の変化や深化が投影

している。お父さんやお母さんの立場に立って

考えたこと，そのイメージ体験が，読承手自身

の物の考え方や感じ方に影響を与え，読み手自

身の認識や感性が変わる。文学教材の読永の意

義はまさにそこにあるのであるが，この作文で

も戦争が強く意識されていることがよくわかる。

イメージ体験から完全に脱皮できた者は，こ

の物語を読承，イメージ世界を創ってきた中

で，自分自身の認識や感性に強く働きかけられ

たことについて書いている。つまり，学習を振

り返って一番心に強く残ったことという感想文

である。この種のものでは，戦争というものに

ついて考えた，この本で戦争を知った，という

文章が多かった。

感想文を書く時期，イメージ体験の程度など

によって，感想文の形式に差が出てくるのは当

然であるが，大体この三種に類別できるであろ

う。ともかく，文学教材の読承は，自分の創り

あげたイメージ世界と読み手自身との対話で完

了するのである。

イメージ体験からの脱皮

ゆゑ子が，今，明るく元気に暮していること

を知って，ほっとした読承手は，今度そのこと

をお父さんに知ってもらおうと思う。したがっ

て，この授業のあと書いた感想文は，大半が父

親への手紙という形式をとったということであ

る。しかし，まだ，作品世界を読み手という立

場からみることができず，母親の立場に立って

書いている者もいる。それが例にあげたまとめ


